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Observation of nuclear-spin Seebeck effect 
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スピンゼーベック効果[1,2]は, 磁性体と金属薄膜を接合した系に温度勾配を付けることで, 

接合界面近傍にスピン流が誘起される現象である. 金属層に注入されたスピン流は, 逆スピ

ンホール効果を介して起電力に変換され, 電気的に検出可能となる. スピンゼーベック効果

の観測はこれまで電子スピン系（マグノンや常磁性磁化）に限られており, 低温・強磁場下

ではその熱揺らぎの抑制に伴い, 信号が消失する振る舞いが観測されてきた[3].  

本研究では, 固体中の原子核スピンに基づく新しいタイプのゼーベック効果－核スピンゼ

ーベック効果－の観測について報告する. 試料に用いた反強磁性絶縁体 MnCO3 [4]は核スピ

ン I = 5/2を有しており, 電子系と hyperfine相互作用によって強く結合することで, 核スピン

の偏極方向を外部磁場によって制御できる稀有な系である. また一方で, 核スピンの低エネ

ルギー性に由来して, ~10 mK程度の微小エネルギースケールでもスピンの熱励起が可能であ

る. 我々はMnCO3/Pt接合において極低温域まで増大するスピンゼーベック効果を観測し, こ

の信号が 10 T オーダーの強磁場印加によっても抑制されないことを実験的に明らかにした. 

また観測された信号が, MnCO3/Pt界面における Korringa緩和の影響を取り入れたスピン流理

論によって定量的に再現されることを示した. 
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